
ＪＡあいち三河（岡崎市／組合長：大竹博久）とＪＡ共済連、岡崎警察署は１１月２日（木）、

愛知県立岡崎工科高等学校で「自転車交通安全教室」を開きます。当イベントは通学や日常生

活において自転車の利用頻度が高い中高生を対象に開いており、スタントマンが危険な自転車

走行に伴う交通事故場面を再現。視覚や音で事故の危険性を伝えています。 

 

▲自転車事故現場の再現 

（２０２１年３月・愛知県立岡崎北高校） 

  

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取材対応について】 

日   時 ：１１月２日（木） 

１４：００～１５：１０（予定）   

開 催 場 所 ：愛知県立岡崎工科高等学校 校庭 

（岡崎市陣馬４７） 

参加予定生徒数：７００名（１・２・３年生生徒） 

【当日スケジュール】 

１４：００～  ＪＡ挨拶 

１４：０５～  スタントマンによる交通事故再現 

１４：５５～  岡崎警察署 担当者挨拶 

１５：００～  生徒謝辞 

        岡崎工科高校校長による講評 

※雨天時は体育館にて行います。 

ニュースリリース 

報道機関 各位 

 

令和５年１０月１３日 

ＪＡあいち三河 

 

※この情報は、ＪＡグループ愛知記者会、岡崎市政記者クラブにおいてプレスリリースしています。 

【取材対応：１１月２日（木） １４：００～】 

＜お問い合わせ＞ ※取材にお越しいただける際は、事前にご連絡ください。 

ＪＡあいち三河 総合企画部 企画広報課（担当：岡田） 

ＴＥＬ：0564-55-3034  ＦＡＸ：0564-55-2950  E-mail：kouhou@ja-aichimikawa.or.jp 

岡崎警察署より同内容の資料を報道機関様へ発表させていただいております。ご承知おきください。 

 

ＪＡ共済連の行う交通安全啓発活動について 
ＪＡ共済連では各地の警察署と連携し、２００９年度より自転車交通安全教室を全国４７都

道府県で開催しています。愛知県内では令和４年度までで総計６２回、約３１，０００人の小・

中学生や高校生に交通安全の大切さを伝えてきました。 

 他にも幼児を対象とした交通安全教室「ＪＡ共済アンパンマン交通安全キャラバン」などを

行っており、子どもたちに交通安全を呼びかけています。 


